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4 章では第 1期と第 2期の比較を行い、既往研究から得たキーワードを中心に
御蔵山の家における設計手法を検証する。最後にこれまでの研究過程を通
して浮かび上がる吉村の増築に対する設計手法について考察する。






の原寸図が22枚確認できた。図面は通し番号順に 1配置図(1/200、昭和41年 4 月
14日)平面図(1/50、同左)、 2 断面図立面図(ともに1/50、昭和41年 4 月14日)、 3展
開図(1/50、昭和41年 4 月14日)、 4 屋根伏図天井伏図(ともに1/50、昭和41年 4 月12
日)、5矩計図(1/20、昭和41年 4 月12日)、 6詳細図(1/20、昭和41年 4 月26日)、 7
建具表仕上表(ともに1/50、昭和41年 4 月26日)、 8 構造図( 1 )(1/50, 1/20、日付な




W/2、原寸図 4 はW/2 とW/5、原寸図 5、 6 と 7 はW/3、原寸図 8 と 9 は
W/4、原寸図10はW/5、原寸図11と12はW/6、原寸図13と14はW/7、原寸図







年 3月25日となっており、番号順に 1配置図(1/100)、 2 平面図(1/50)、 3 立面
図(1/50)、 4矩計図(1/20)、 5展開図 1 (1/50)、 6展開図 2 (1/50)、 7天井伏図
(1/50)、 8屋階平面図(1/50)、 9 建具表、10屋根、基礎伏図、梁リスト(1/50)、
11屋根配筋図、壁配筋図、基礎配筋図、雑配筋図(1/50)となっていた。また通
し番号 2 の平面図は 2枚あり、図面が一部変更されている。ここでは通し番号
のない 1月26日と27日の日付がある 3枚の図面を第 2 期の第 1 案、通し番
号が付いた 3月25日の日付のある12枚の図面を第 2期の実施案と呼ぶこと
にする。
以上のように第 1期の図面31枚と第 2期の第 1案と実施案の図面15枚を資料
として用いる。第 1期の図面には建具の詳細を表す原寸図が22枚確認できたが、
第 2期の図面の中には確認できなかった。記載された日付から第 1期の図面は
昭和41年 4 月12日から26日の間に、第 2期のものは約 5 年後の昭和46年 1月26
日から 3月25日の間に作成されていたことが分かった。本稿ではこれらの図面








































































たため計画された。増築された部分の床面積は 57.42m2 で、第 1 期と第 2 期
を合計すると 110.88m2(33.53坪)となる。次に第 1 期と第 2 期(第 1 案と実施案)
の計画内容について図面から確認していく。先にも述べた通り、両者の外観は
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写真 1 御蔵山の家 南側外観
写真 2 御蔵山の家 北側外観
一見して非常に似通っているため、図面内容を詳しく検証していきたい。
3.3 ．第 1 期
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図 2 御蔵山の家 第 1期南立面図
図 3 御蔵山の家 第 1期北立面図




3.4 ．第 2期・第 1案
これまで繰り返し述べてきた通り、第 2期部分には第 1案と実施案が存在す
るが、ここでも 2つの案それぞれの平面図の機能から確認していく。












図 4 御蔵山の家 第 2期・第 1案(左側) 1階平面図
戸から出入りする。書斎の東側の壁には造り付けの本棚があり、南側と西側の
壁面に窓が 1カ所ずつ設けられている。最後に配置であるが，第 1案では第 1
期部分との間隔は約 600mmで、通風のみ確保されていた。
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図 5 御蔵山の家 第 2期・第 1案(左側)南立面図


















入れになっている。和室の南側には幅 800mm弱の縁側があり、和室とは 4 枚
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と、第 1 期部分との間隔は 1500mmで、南側外部に面して物置が設置され、
中廊下の南側に納戸、北側にボイラー室が設置されている。
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図 8 御蔵山の家 第 2期・実施案(左側)南立面図



























































3600mm、合計で 8700mmとなる。これは第 1 期部分の 8100mmに比べると
やや長くなっている。第 1期部分には東西方向にもコンクリート壁が 3枚ある
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が、第 2期・第 1案には東西方向のコンクリート壁は 2枚しかない。第 1期の
Ａ通りとＢ通りのスパンは 4500mm、Ｂ通りとＣ通りのスパンは 2100mmで
合計は 6600mm、これに対し第 2期・第 1案のスパンも全く同じである。軒の
出も第 1 期部分と同様、南側が 900mm、北側が 450mmである。寸法から見
る限り、第 2期・第 1案は第 1期部分よりもさらに横長の長方形になっている
ことが分かる。
第 2期の第 1案と実施案の一つ目の大きな違いは東西方向のスパンで、④⑤






部の形状である。第 1案では第 1期部分との間隔が 600mmであったが、実施
案は間隔が 1500mmに広がっている。また、第 1 案では第１期同様に書斎部
分の開口は和室に面した開口よりも小さなものであったが、実施案では開口部
の高さが全てえられている。北側の立面にも細かな相違点がいくつか認めら
れる。また第 1案と実施案の立面図には第 2期の上部に子供室を設ける第 3期
の計画も描かれており、吉村が更なる増築を見込んで計画を進めていたことが
分かる。




































のスパン 2100mm、BC通り間のスパン 4500mmは変わらない。同じく第 1期
西側の②③通り間のスパンと第 2 期西側の⑤⑥通り間のスパンは 3600mmで
えられている。しかし、第 1期東側の①②通り間のスパン 4500mmに対し、
第 2 期東側の④⑤通り間のスパンは第 1 案で 5100mm、実施案で 4800mmと
なっており、結果的に第 2 期の方が 300mm広がっている。これは居間(第 1













































































































1) 榎本英恵 八代克彦吉村順三の住宅設計手法に関する考察─その 1─ 設計手
法のキーワードの抽出および配置平面図の方位日本建築学会北海道支部研究報告
集 No.72 127 1999.3、榎本・八代吉村順三の住宅設計手法に関する考察─そ
の 1─ 設計手法のキーワードの抽出日本建築学会大会学術講演梗概集(中国)








4) 榎本・八代 前掲書吉村順三の住宅設計手法に関する考察─その 2─ 住宅の
51 ( 208 )
配置・平面図の方位について、p.575
5) 吉村順三 中村好文第三章 住まいのプロポーション 重心のある家吉村
順三 住宅作法世界文化社 1991.7 p.62









関する基礎的研究日本建築学会中国支部研究報告集 第33巻 920 2009.3












年秋号 p.36、吉村順三記念ギャラリー(担当：秋山信行 上田悦三 藤井彰)小さ
な建築展第22回御蔵山の家展のお知らせ 2010.6.26
吉村順三の御蔵山の家における増築の手法について
50( 209 )
